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武内 進一／TAKEUCHI Shinichi 

これまでの主要な仕事です。 

1．単著、編著  

• 西崎文子・武内進一編『紛争・対立・暴力——世界の地域から考える』岩波ジュニア新書 2016 年．  

• 武内進一編『冷戦後アフリカの土地政策——中間成果報告』アジア経済研究所 2016 年．  

• 『アフリカ土地政策史』アジア経済研究所、2015 年．  

• Shinichi Takeuchi ed. (2014a) Confronting Land and Property Problems for Peace, Oxon: Routledge, 

pp.xvii+287. 

• 2014b 武内進一編『アフリカの土地と国家に関する中間成果報告』アジア経済研究所．  

• 2013（責任編集）日本国際政治学会編『国際政治』第 174 号（特集：「紛争後の国家建設」） 

• 2011 石田勇治・武内進一編『ジェノサイドと現代社会』勉誠出版． 

• 2010a 川端正久・武内進一・落合雄彦編『紛争解決 アフリカの経験と展望』ミネルヴァ書房． 

• 2010b 峯陽一・武内進一・笹岡雄一編『アフリカから学ぶ』有斐閣． 

• 2009『現代アフリカの紛争と国家—ポストコロニアル家産制国家とルワンダ・ジェノサイド』明石書店. 

• 2008『戦争と平和の間—紛争勃発後のアフリカと国際社会』（編著）アジア経済研究所（研究双書

No.573）．  

• 2007a 武内進一編『アフリカにおける紛争後の課題－共同研究会中間成果報告』アジア経済研究所（調

査研究報告書） 

• 2007b 池谷和信・佐藤廉也・武内進一編『朝倉世界地理講座 アフリカ I』朝倉書店． 

• 2003 武内進一編『国家・暴力・政治——アジア・アフリカの紛争をめぐって』アジア経済研究所（研究双

書）．  

• 2002 武内進一編『アジア・アフリカの武力紛争－共同研究会中間成果報告』アジア経済研究所 （調査

研究報告書）  

• 2000a 武内進一編『現代アフリカの紛争－－歴史と主体』アジア経済研究所（研究双書）． 

• 2000b Shin'ichi Takeuchi ed. African Rural Development Reconsidered, Chiba: Institute of Developing 

Economies (IDE-JETRO), International Workshop Proceedings No.2 

• 1998 武内進一編『現代アフリカの紛争を理解するために』アジア経済研究所（調査研究報告書）． 

• 1998 池野旬・武内進一編『アフリカのインフォーマル・セクター再考』アジア経済研究所（研究双書）．  
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2．論文 

• 2016a「冷戦後アフリカの紛争と紛争後——その概観」遠藤貢編（シリーズ総編者太田至）『アフリカ潜在力 2 武力紛

争を越える—せめぎあう制度と戦略のなかで』京都大学学術出版会、pp.23-49． 

• 2016b「『アフリカの潜在力』という視角」遠藤貢編（シリーズ総編者太田至）『アフリカ潜在力 2 武力紛争を越える

——せめぎあう制度と戦略のなかで』京都大学学術出版会、pp.323-342． 

• 2016c「アフリカの『三選問題』——ブルンジ、ルワンダ、コンゴ共和国の事例から」『アフリカレポート』54: 73-84.  

• 2016d「冷戦後アフリカにおける土地政策の変化——その要因と方向性についての試論」武内進一編『冷戦後アフリ

カの土地政策—中間成果報告』アジア経済研究所、pp.1-24．  

• 2016e「コンゴ民主共和国西部農村社会とその土地利用に関する覚書」武内進一編『冷戦後アフリカの土地政策—

中間成果報告』アジア経済研究所、pp.234-254．  

• 2016f "Post-Independence Political and Economic Systems." In Contemporary African Economies: A Changing 

Continent under Globalization, edited by Katsuhiko Kitagawa and Motoki Takahashi, 73-88. (Translation from Gendai 

Afurika Keizai-ron (Minerva Shobo, 2014) with support of the External Office for Asia (ASRO) of the African 

Development Bank)  

• 2015a「アフリカの紛争に見る変化と継続——マリ、中央アフリカの事例から考える」大串和雄編『21 世紀の政治と暴

力—グローバル化、民主主義、アイデンティティ』晃洋書房、pp.73-99． 

• 2015b「アフリカにおける土地と国家——その歴史的概観」武内進一編『アフリカ土地政策史』アジア経済研究所、

pp.3-29． 

• 2015c「コンゴ民主共和国、ルワンダ、ブルンジの土地政策史」武内進一編『アフリカ土地政策史』アジア経済研究所、

pp.171-196． 

• 2015d「アフリカの国家建設と土地政策」武内進一編『アフリカ土地政策史』アジア経済研究所、pp.255-269． 

• 2014a「『新しい戦争』と国家の破綻」吉川元・首藤もと子・六鹿茂夫・望月康恵編『グローバル・ガヴァナンス論』法律

文化社、pp.159-172． 

• 2014b “The Evolution of Land Policy in African State Building”, In State Building and Development, eds. Keijiro 

Otsuka and Takashi Shiraishi, London: Routledge, pp.95-113. 

• 「中央アフリカにおける国家の崩壊」『アフリカレポート』No.52, pp.24-33.  

• 2014d “Introduction: land and property problems in peacebuilding”, In Confronting land and property problems for 

peace, ed. Shinichi Takeuchi, Oxon: Routledge, pp. 1-28. 

• 2014e “Land tenure security in post-conflict Rwanda”, In Confronting land and property problems for peace, ed. 

Shinichi Takeuchi, Oxon: Routledge, pp. 86-108. (Shinichi Takeuchi and Jean Marara)  

• 2014f “Dealing with land problems in post-conflict Burundi”, In Confronting land and property problems for peace, 

ed. Shinichi Takeuchi, Oxon: Routledge, pp. 109-131. (Sylvestre Ndayirukiye and Shinichi Takeuchi) 

• 2014g “Conclusion: confronting land and property problems for peace”, In Confronting land and property problems 

for peace, ed. Shinichi Takeuchi, Oxon: Routledge, pp. 242-266. (Shinichi Takeuchi, Mari Katayanagi and Ryutaro 

Murotani) 
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• 2013a「序論『紛争後の国家建設』」『国際政治』第 174 号、pp.1-12． 

• 2013b “’Twin Countries’ with Contrasting Institutions: Post-Conflict State-Building in Rwanda and Burundi”, In 

Preventing Violent Conflict in Africa: Inequalities, Perceptions and Institutions, eds. Yoichi Mine, Frances Stewart, 

Sakiko Fukuda-Parr and Thandika Mkandawire, London: Palgrave-Macmillan, pp. 40-65. 

• 2013c「言明された和解、実践された和解—ルワンダとブルンジ」佐藤章編『和解過程下の国家と政治—アフリカ・中

東の事例から』アジア経済研究所、pp.29-58． 

• 2012a「ジェノサイドと排除—内戦後のルワンダと国際社会」太田好信編『政治的アイデンティティの人類学—21 世紀

の権力変容と民主化に向けて』昭和堂、pp.280-303． 

• 2012b「南から見た『ジャスミン革命』—民主化運動はサブサハラアフリカに波及するか？」『地域研究』12(1): 67-77. 

• 2012c「地域研究とディシプリン—アフリカ研究の立場から」『アジア経済』53(4): 6-22． 

• 2012d「紛争影響国における国家建設—『能力の罠』と『正当性の罠』」『国際問題』No.616、pp.19-31． 

• 2011a「個人支配の形成と瓦解—モブツ・セセ・セコが安全な悪役になるまで」真島一郎編『二〇世紀＜アフリカ＞の

個体形成—南北アメリカ・カリブ・アフリカからの問い』平凡社、pp.526-548. 

• 2011b “Features of Land Conflicts in Post Civil War Rwanda,” (Co-authored with Jean Marara) African Study 

Monographs, Supplementary Issue, No.42, pp.119-135. 

• 2011c「ルワンダのジェノサイドを引き起こしたもの—歴史・国際関係・国家の解体」石田勇治、武内進一編『ジェノサ

イドと現代社会』勉誠出版、pp.249-270． 

• 2011d「ダルフール紛争の展開とジェノサイド」石田勇治、武内進一編『ジェノサイドと現代社会』勉誠出版、

pp.271-294． 

• 2011e “Capacity Traps and Legitimacy Traps: Development Assistance and State Building in Fragile Situations,” 

(Co-authored with Ryutaro Murotani and Keiichi Tsunekawa) Homi Kharas, Koji Makino & Woojin Jung eds. 

Catalyzing Development: A New Vision for Aid, Washington D.C.: Brookings Institution Press, pp.127-154. 

• 2011f “Gacaca and DDR: The Disputable Record of State-Building in Rwanda” Working Paper No.32, JICA Research 

Institute. 

• 2011g「国家の破綻」藤原帰一・大芝亮・山田哲也編『平和構築・入門』有斐閣、pp.21-42． 

• 2010a「コンゴ東部紛争の新局面」『国際政治』159 号、pp.41-56. 

• 2010b「コンゴ民主共和国における紛争解決の難航」川端正久、武内進一、落合雄彦編『紛争解決 アフリカの経験

と展望』ミネルヴァ書房、pp.36-60． 

• 2010c「アフリカ紛争論—ポスト冷戦期の紛争はなぜ起こったのか」舩田クラーセンさやか編『アフリカ学入門—ポップ

カルチャーから政治経済まで』明石書店、pp.121-135． 

• 2010d「冷戦後の紛争はなぜ起きたのか—アフリカの紛争から学ぶ」峯陽一、武内進一、笹岡雄一編『アフリカから

学ぶ』有斐閣、pp.131-153． 

• 2010e「内戦後ルワンダの国家建設」大塚啓二郎・白石隆編『国家と経済発展—望ましい国家の姿を求めて』東洋経

済新報社、pp.31-60． 
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• 2009a「紛争の理論と現実—地域から見た武力紛争」国分良成・酒井啓子・遠藤貢編『日本の国際政治学 3 地域か

ら見た国際政治』有斐閣、pp.41-58． 

• 2009b「アフリカの紛争解決に向けて—国際社会の関与とアポリア」『地域研究』第 9 巻 1 号、pp.148-167. 

• 2009c「現代アフリカの紛争」(アフリカ講座)『アフリカ研究』74: 51-61. 

• 2009d”Conflict and Land Tenure in Rwanda,” Working Paper No.1, JICA Research Institute. (Co-author; Jean 

Marara)  

• 2009e「アフリカの武力紛争と人間の安全保障」武者小路公秀編『人間の安全保障—国家中心主義をこえて』ミネル

ヴァ書房、2009 年、pp.147-161． 

• 2009f「ルワンダの農村社会と民衆司法—アブンジを中心に」児玉由佳編『現代アフリカ農村と公共圏』アジア経済研

究所、pp.185-221． 

• 2009g「政権に使われる民兵—現代アフリカの紛争と国家の特質」日本政治学会編『政治における暴力』(年報政治

学 2009-II)、pp.108-128. 

• 2009h「紛争と国家」稲田十一編『開発と平和—脆弱国家支援論』有斐閣、pp.21-36. 

• 2009i “Conflict and Land Tenure in Rwanda” JICA-RI Working Paper No.1, September 2009. (Co-author; Jean 

Marara) 

• 2008a「ルワンダのジェノサイドを引き起こしたもの－歴史・国際関係・国家」『季刊 戦争責任研究』第 59 号、

pp.11-17, p.25． 

• 2008b「ルワンダの紛争と農村社会」池谷和信、武内進一、佐藤廉也編「朝倉世界地理講座 12 アフリカ II」朝倉書

店、pp.563-575． 

• 2008c「コンゴ民主共和国の戦争と平和」池谷和信、武内進一、佐藤廉也編「朝倉世界地理講座 12 アフリカ II」朝

倉書店、pp615-628． 

• 2008d「アフリカの紛争と国際社会」武内進一編『戦争と平和の間—紛争勃発後のアフリカと国際社会』アジア経済研

究所、pp.3-56． 

• 2008e「コンゴ民主共和国の和平プロセス—国際社会の主導性と課題」武内進一編『戦争と平和の間—紛争勃発後

のアフリカと国際社会』アジア経済研究所、pp.125-162． 

• 2008f「ルワンダのガチャチャ—その制度と農村社会にとっての意味」武内進一編『戦争と平和の間—紛争勃発後の

アフリカと国際社会』アジア経済研究所、pp.317-347． 

• 2007a 「ルワンダ農村における借地契約の地域差－定額地代と分益小作」『アジア経済』Vol.48, No.1, pp.2-31． 

• 2007b 「アフリカの紛争と政治」池谷和信・佐藤廉也・武内進一編『朝倉世界地理講座 アフリカ I』朝倉書店、

pp.165-178． 

• 2007c "Political Liberalization or Armed Conflicts? Political Changes in Post-Cold War Africa," The Developing 

Economies, 45(2): 172-193. 

• 2007d「ルワンダのジェノサイドとハビャリマナ体制」佐藤章編『統治者と国家－アフリカの個人支配再考』アジア経

済研究所、423pp+vi、pp.223-275． 
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